〇 我ながらな がくしき 病に 飽き はて、、 つれん \ の 

やる かたな さに 書 読み物 書く を 人 は 我 を 善く 勉 めたり 

とい ふ。 日頃 書な どす さめぬ 人 も 長き 病の 牀には 好み 

て 小説 伝記 を 読み、 ある はてに はの 合 はぬ 歌 発句 を ひ 

ねく りな どす る ものな り。 況して 一 たび 行き か、 りし 

斯道、 これに 離れよ とい はん は 死ねと いはんの 直接な 

るに 如かず。 

〇 をと ゝ しの 頃 は 三十 八 度 以上の 体熱 ありて、 しかも 

能く 客と 語リ 能く 字 を 書く を 自ら 驚き 思 へ リ。 今年 五 

月より このかた 三十 九 度 以上の 熱度 を 以て、 能く 飯し 

能く 詠 じ 能く 書き 能く 語る y j と あり。 され ど y J は 習 ひ 



書 読み物 書きな どす。 たまさか にぶん/ \ と いふ 虫 来 

リて 顔の あたり 飛びめ ぐる を、 うるさし とて 追 ひやれ 

ど 又 戻り 来つ、 投げつ くれ ど 羽 堅く して 傷れ ず。 はて 

は 腹 だ、 しさに そ を 捕へ て 足 一 つ/ \ もぎ 取りて 放し 

ける に、 僅に 残りた る 足の きれ にても がき/^ 少し 這 

ひ ありく。 之 を 見る に 俄かに 哀しく 覚えて いかにせ ま 

しと 思 へ ど、 再び 足 をつ ぐべ くも あらず。 寧ろ 殺さ ま 

しと 手に 取れ ど それ もし かねて、 今更 罪の 深き 思 ひせ 

らる、 もよ しなし や。 
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